（様式１－３）
［共通様式］
教職員相互研修「つながり」を通して育む力【略案】
～「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をもとにした各校園所の取組み～



	単元名・活動名
	「○○○○」

	ねらい
	〇
○



※この略案は、幼児教育と小学校教育の円滑な接続に向けた理解促進をねらいとしています。
事後交流会が活発な意見交流となるよう、公開校園所は参加者が見取りやすくなるための情報提供として、「予想される子供の姿」には、10の姿の項目に該当する具体的な子供の姿（言動）を略案に記載してください。

	〇活動内容及び予想される子供の姿（とことん遊（学）んでいる姿）【10の姿の番号】
	◆とことん遊（学）ぶ子供の姿を引き出す教師・保育者の援助（動き・言葉かけ）
■とことん遊（学）ぶ子供の姿を生み出す環境構成や設定（単元を構成する上で）の工夫

	○
・				
			






	
	◆
■



 【事後交流会での討議メモ】　「幼児期の終わりまでに育みたい姿」をもとに交流してください。


	[bookmark: _Hlk215645662]「幼児期の終わりまでに育みたい姿」が確認された子供の具体的な言動にエピソードや場面を添えて）

	①健康な心と体
	

	②自立心
	

	③協同性
	

	④道徳・規範意識の芽生え
	

	⑤社会生活との関わり
	

	⑥思考力の芽生え
	

	⑦自然との関わり・生命尊重
	

	⑧数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚
	

	⑨言葉による伝え合い
	

	⑩豊かな感性と表現
	



（様式１－３）
［共通様式］
＜ 例 ＞ 教職員相互研修「つながり」を通して育む力【略案】
～「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をもとにした各校園所の取組み～


	「幼児期の終わりまでに育みたい姿」が確認された子供の具体的な言動にエピソードや場面を添えて）

	①健康な心と体
	

	②自立心
	

	③協同性
	

	④道徳・規範意識の芽生え
	

	⑤社会生活との関わり
	

	⑥思考力の芽生え
	

	⑦自然との関わり・生命尊重
	

	⑧数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚
	

	⑨言葉による伝え合い
	

	⑩豊かな感性と表現
	


	単元名・活動名
	「どうぶつえんごっこをしよう」

	ねらい
	○友達の様々な考え方を受け止めながらグループで協力し、最後まで取り組む。
○年少児や保護者と進んで関わり、自分たちが作った物で一緒に遊ぶ喜びを感じる。




[bookmark: _Hlk223422538]※この略案は、幼児教育と小学校教育の円滑な接続に向けた理解促進をねらいとしています。
事後交流会が活発な意見交流となるよう、公開校園所は参加者が見取りやすくなるための情報提供として、「予想される子供の姿」には、10の姿の項目に該当する具体的な子供の姿（言動）を略案に記載してください。
	〇活動内容及び予想される子供の姿（とことん遊（学）んでいる姿）【10の姿の番号】
	◆とことん遊（学）ぶ子供の姿を引き出す教師・保育者の援助（動き・言葉かけ）
■とことん遊（学）ぶ子供の姿を生み出す環境構成や環境設定（単元を構成する上で）の工夫

	○グループでの制作活動に工夫して取り組
み、クラス全員でどうぶつえんごっこを楽しむ。

・こうもりを吊るす高さを決めるために、周りの子に相談する姿【③⑥⑩】

・「手伝って！」と周りに助けを求め、それに応じて協力しようとする姿【③】
・行き詰った子に対し、「図鑑を見たら？」とアドバイスする姿【③⑨】
	◆クラス全員で取り組めるよう、スケール感を意識した材料を用意する。


■こうもりがどのように飛んでいるか想像を広げられるよう、子供のイメージ通りに飛ばせる吊し方と必要な材料等を用意しておく。
◆保育者は、子供の困り感をつかみ、協同的に取組めるようその困り感を周りの子へ伝えるようにする。
■子供達の思考が広がるよう、事前に動物に関する本を教室に置いておく。


【事後交流会での討議メモ】「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をもとに交流してください。



